
事前図面確認事項送付票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　 　　　年　　月　　日

送 付 先：川崎市健康福祉局高齢者事業推進課　行き　　
〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地
（郵送にて送付してください・送り間違えのないようご注意下さい。）

送付枚数　　　　枚（本紙含む）
	事業所名
	

	法人名
	

	法人担当者
	

	法人担当者連絡先電話番号
	

	メールアドレス
	

	事業開始予定月
	

	サービス種別
	※従来型・ユニット型の別も記載してください。

	利用定員
	

	工事着工予定日及び完了予定日

（工事の予定がある場合のみ記入）
	着工予定日 ： 　　　　　年　　　月　　　日頃

完了予定日 ： 　　　　　年　　　月　　　日頃

	事　業　所　住　所
	

	建物の形態
	耐火建築物　・　準耐火建築物
※準耐火建築物の場合、消防署等消防機関に事前相談お願いします。

	併設事業所
	無　・有　（　　　　　　　　　　　　　　　）

※有の場合はサービス種別を記入してください。


ユニット型
· 以下の項目をチェックした上で、送付して下さい。

	チェック欄
	チェック内容

	□
	事業所のサービスの基準（人員基準・設備基準・運営基準）を「川崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例」等により理解し、遵守している。

	□
	面積算定の際、全て内法で計測し、寸法、縮尺を正確に記載している。
通路部分は面積から除外している。

	□
	各室の用途（食堂、機能訓練室、静養室、相談室及び事務室等）及び面積を記載している。

居室面積に洗面設備部分は含めて記載している。（ユニット型のみ）

	□
	（居室内にトイレを設けない場合）３人に１つ以上設けている。

	□
	共同生活室をどこまでとしているか、色を分ける等図示している。（ユニット型のみ）

	□
	同一階に奇数ユニットを設けていない。（ユニット型のみ）

	□
	ユニットの共同生活室間の壁を可動式にしていない。（ユニット型のみ）

	□
	共同生活室に机・椅子等を記載している。

図面の欄外に共同生活室の面積とその算定根拠となる計算式を記載している。

	□
	廊下幅は手すりの内法から測られている。

	□
	廊下の両側に居室、静養室、共同生活室等、入居者の日常生活に直接使用する設備のある廊下を中廊下として設計している。

	□
	居室、静養室、共同生活室、便所、浴室、食堂、機能訓練室を入居者の日常生活に直接使用する設備として設計している。

	□
	アルコーブを設ける際には、赤字で囲み標記する等図示している。

	□
	アルコーブを設ける際には、「入所者、従業者等がすれ違う際の動線を考慮した上で、アルコーブを設けることなどにより円滑な往来に支障が生じないと認められる場合」であることを図示して示してください。

	□
	汚物廃棄動線・配膳動線を図面に色を分けて示している。
※清潔区域と不潔区域を区別する必要があり、配膳動線との混在は避けてください。

	□
	関係法令（建築基準法、消防法等）の担当課に確認している。また、近隣住民への説明など事業開始にあたっての調整をしている。（又は予定している。）

	（確認事項）

	


※　設備に関して申請前に確認しておきたい事項等がある場合は備考欄・確認事項欄に記載してください。

なお、設備基準を満たしているか否かは指定申請時に写真等の内容も含めて総合的に判断させていただきますので、予めご了承ください。
□次の部屋が、次の基準で配置されておりますか。以下の項目を確認した上で、送付して下さい。

[image: image1.emf]設備・部屋の

ユニット型ユニット型

種類等 短入生 老福

居室 定員が１人である（サービス提供上必要な場合は２人も可）

〃 いずれかのユニットに属し、共同生活室に近接して一体的に設けている

〃 １のユニットの入居定員は概ね１０人以下である

〃 床面積が10.65㎡以上である（２人部屋の場合は21.3㎡以上）

〃 ブザー又はこれに代わる設備を設けている

〃 日照、採光、換気等利用者の保健衛生、防災等について十分考慮している

共同生活室 床面積が２㎡にユニットの入居定員を乗じて得た面積以上である

〃 他のユニットの入居者が共同生活室を通過しない

〃 ユニットの入居者全員とスタッフが一度に食事や談話ができる備品を備えている

〃 車いすが支障なく通行できる形状が確保されている

〃 簡易な流し、調理設備を設けている

浴室 要介護者の入浴に適している

〃 浴室は、居室のある階ごとに設けることが望ましい。

洗面設備 居室ごとに設けるか、又は共同生活室ごとに適当数設けている

〃 要介護者の使用に適している

便所 居室ごとに設けるか、又は共同生活室ごとに適当数設けている

〃 要介護者の使用に適している

〃 ブザー又はこれに代わる設備を設けている

医務室

医療法第１条の５第２項に規定する診療所である

短入生は医務室を設けること（医療法に規定する診療所の設置義務なし）

〃

入所者（入居者）を診察する為に必要な医薬品及び医療機器を備えるほか、必要

に応じて臨床検査設備を設けている

廊下幅

廊下幅1.8ｍ以上、中廊下幅2.7ｍ以上である（入所者、従業者等がすれ違う際の

動線を考慮した上で、アルコーブを設けることなどにより円滑な往来に支障が生じ

ないと認められる場合は廊下幅1.5ｍ、中廊下幅1.8ｍ以上）

  基準上必要な事項



[image: image2.emf]消火設備等

消火設備その他の非常災害に際して必要な設備を設けている

※消火設備その他の非常災害に際して必要な設備とは、消防法その他の法令等

に規定された設備を示しており、それらの設備を確実に設置しなければならないも

の

調理室 火気を使用する部分は、不燃材料を用いること

洗濯室（場）

それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮す

ること。

介護材料室

それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮す

ること。

汚物処理室

他の設備と区分された一定のスペースを確保すること。換気及び衛生管理等に十

分配慮すること。

〃

焼却炉、浄化槽その他の汚物処理設備及び便槽を設ける場合には、居室、静養

室、食堂及び調理室から相当の距離を隔てて設けること。

廊下・階段 廊下及び階段に、手すりを設けること

常夜灯 廊下、共同生活室、便所その他必要な場所に設けている

階段の傾斜 緩やかである

傾斜路

ユニット又は浴室が２階以上の階にある場合、１以上の傾斜路を設けている（エレ

ベーターを設ける場合は不要）


※図面はカラー印刷したものを送付お願いします。
· 以下の項目をチェックした上で、送付して下さい。

	チェック欄
	チェック内容

	□
	事業所のサービスの基準（人員基準・設備基準・運営基準）を「川崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例」等により理解し、遵守している。

	□
	面積算定の際、全て内法で計測し、寸法、縮尺を正確に記載している。

通路部分は面積から除外している。

	□
	各室の用途（食堂、機能訓練室、静養室、相談室及び事務室等）及び面積を記載している。

居室面積に洗面設備部分、便所は含めないで記載している。（従来型のみ）

	□
	（居室内にトイレを設けない場合）３人に１つ以上設けている。

	□
	食堂・機能訓練室をどこまでとしているか、色を分ける等図示している。（従来型のみ）

	□
	食堂・機能訓練室に机・椅子等を記載している。

図面の欄外に食堂・機能訓練室の面積とその算定根拠となる計算式を記載している。

	□
	廊下幅は手すりの内法から測られている。

	□
	廊下の両側に居室、静養室、共同生活室等、入居者の日常生活に直接使用する設備のある廊下を中廊下として設計している。

	□
	居室、静養室、共同生活室、便所、浴室、食堂、機能訓練室を入居者の日常生活に直接使用する設備として設計している。

	□
	アルコーブを設ける際には、赤字で囲み標記する等図示している。

	□
	アルコーブを設ける際には、「入所者、従業者等がすれ違う際の動線を考慮した上で、アルコーブを設けることなどにより円滑な往来に支障が生じないと認められる場合」であることを図示して示してください。

	□
	汚物廃棄動線・配膳動線を図面に色を分けて示している。
※清潔区域と不潔区域を区別する必要があり、配膳動線との混在は避けてください。

	□
	関係法令（建築基準法、消防法等）の担当課に確認している。また、近隣住民への説明など事業開始にあたっての調整をしている。（又は予定している。）

	（確認事項）




※　設備に関して申請前に確認しておきたい事項等がある場合は備考欄・確認事項欄に記載してください。

なお、設備基準を満たしているか否かは指定申請時に写真等の内容も含めて総合的に判断させていただきますので、予めご了承ください。
次の部屋が、次の基準で配置されておりますか。以下の項目を確認した上で、送付して下さい。

[image: image3.emf]設備・部屋の

従来型従来型

種類等 短入生 老福

居室 定員が４人以下である

〃 １人あたりの床面積が10.65㎡以上である

〃 ブザー又はこれに代わる設備を設けている

〃 日照、採光、換気等利用者の保健衛生、防災等について十分考慮している

静養室 介護職員室又は看護職員室に近接して設けている

浴室 要介護者の入浴に適している（一般浴槽に加えて、特別浴槽を設置等）

洗面設備 居室のある階ごとに設けている

〃 要介護者の使用に適している

便所 居室のある階ごとに居室に近接して設けている

〃 要介護者の使用に適している

〃 ブザー又はこれに代わる設備を設けている

医務室

医療法第１条の５第２項に規定する診療所である

短入生は医務室を設けること（医療法に規定する診療所設置義務なし）

〃

入所者（入居者）を診察する為に必要な医薬品及び医療機器を備えるほか、必要

に応じて臨床検査設備を設けている

合計の床面積が３㎡に入所定員を乗じて得た面積以上である

定員　　　　人　×３㎡　＝         　　　　㎡　＜　合計面積　　　　　　㎡

〃 それぞれ必要な広さを持つこと（支障がなければ、兼用可能）

〃 必要な備品を備えている

廊下幅

廊下幅1.8ｍ以上、中廊下幅2.7ｍ以上である（入所者、従業者等がすれ違う際の

動線を考慮した上で、アルコーブを設けることなどにより円滑な往来に支障が生じ

ないと認められる中廊下の場合は、廊下幅1.8ｍ以上）

面談室 プライバシ－の保護に配慮していること

  基準上必要な事項

食堂及び機能訓練室



[image: image4.emf]介護職員室 居室のある階ごとに居室に近接して設けている

〃 必要な備品を備えている

〃

それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮す

ること。

看護職員室

それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮す

ること。

洗濯室（場）

それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮す

ること。

介護材料室

それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮す

ること。

汚物処理室

他の設備と区分された一定のスペースを確保すること。換気及び衛生管理等に十

分配慮すること。

〃

焼却炉、浄化槽その他の汚物処理設備及び便槽を設ける場合には、居室、静養

室、食堂及び調理室から相当の距離を隔てて設けること。

消火設備等

消火設備その他の非常災害に際して必要な設備を設けている

※消火設備その他の非常災害に際して必要な設備とは、消防法その他の法令等

に規定された設備を示しており、それらの設備を確実に設置しなければならないも

の

常夜灯 廊下、便所その他必要な場所に設けている



[image: image5.emf]階段の傾斜 緩やかである

廊下・階段 廊下及び階段に、手すりを設けること

調理室 火気を使用する部分は、不燃材料を用いること

〃

食器、調理器具等を消毒する設備、食器、食品等を清潔に保管する設備並びに防

虫及び防鼠の設備を設けること。

傾斜路

居室、機能訓練室、食堂、浴室及び静養室が２階以上の階にある場合、１以上の

傾斜路を設けている（エレベーターを設ける場合は不要）

※図面はカラー印刷したものを送付お願いします。
PAGE  

Sheet1

		設備・部屋の		  基準上必要な事項		従来型 ジュウライガタ		従来型 ジュウライガタ

		種類等				短入生 タン ニュウセイ		老福 ロウ フク

		居室 キョシツ		定員が４人以下である テイイン ニンイカ

		〃		１人あたりの床面積が10.65㎡以上である ヒトリ ユカメンセキ イジョウ

		〃		ブザー又はこれに代わる設備を設けている マタ カ セツビ モウ

		〃		日照、採光、換気等利用者の保健衛生、防災等について十分考慮している ニッショウ サイコウ カンキ トウ リヨウシャ ホケン エイセイ ボウサイ トウ ジュウブン コウリョ

		静養室 セイヨウシツ		介護職員室又は看護職員室に近接して設けている カイゴ ショクインシツ マタ カンゴ ショクインシツ キンセツ モウ

		浴室 ヨクシツ		要介護者の入浴に適している（一般浴槽に加えて、特別浴槽を設置等） ヨウカイゴシャ ニュウヨク テキ トウ

		洗面設備 センメン セツビ		居室のある階ごとに設けている キョシツ カイ モウ

		〃		要介護者の使用に適している ヨウカイゴシャ シヨウ テキ

		便所 ベンジョ		居室のある階ごとに居室に近接して設けている キョシツ カイ キョシツ キンセツ モウ

		〃		要介護者の使用に適している ヨウカイゴシャ シヨウ テキ

		〃		ブザー又はこれに代わる設備を設けている

		医務室 イムシツ		医療法第１条の５第２項に規定する診療所である
短入生は医務室を設けること（医療法に規定する診療所設置義務なし） イリョウホウ ダイ ジョウ ダイ コウ キテイ シンリョウショ

		〃		入所者（入居者）を診察する為に必要な医薬品及び医療機器を備えるほか、必要に応じて臨床検査設備を設けている ニュウショシャ ニュウキョシャ シンサツ タメ ヒツヨウ イヤクヒン オヨ イリョウ キキ ソナ ヒツヨウ オウ リンショウ ケンサ セツビ モウ

		食堂及び機能訓練室 ショクドウ オヨ キノウ クンレン シツ		合計の床面積が３㎡に入所定員を乗じて得た面積以上である ゴウケイ ユカメンセキ ニュウショ テイイン ジョウ エ メンセキ イジョウ

				定員　　　　人　×３㎡　＝         　　　　㎡　＜　合計面積　　　　　　㎡

		〃		それぞれ必要な広さを持つこと（支障がなければ、兼用可能）

		〃		必要な備品を備えている ヒツヨウ ビヒン ソナ

		廊下幅 ロウカ ハバ		廊下幅1.8ｍ以上、中廊下幅2.7ｍ以上である（入所者、従業者等がすれ違う際の動線を考慮した上で、アルコーブを設けることなどにより円滑な往来に支障が生じないと認められる中廊下の場合は、廊下幅1.8ｍ以上） ロウカ ハバ イジョウ ナカロウカ ハバ イジョウ

		面談室 メンダンシツ		プライバシ－の保護に配慮していること

		介護職員室		居室のある階ごとに居室に近接して設けている キョシツ カイ キョシツ キンセツ モウ

		〃		必要な備品を備えている ヒツヨウ ビヒン ソナ

		看護職員室		それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮すること。 セツビ キノウ ジュウブン ハッキ エ テキトウ ヒロ カクホ ハイリョ

		洗濯室（場） センタク シツ バ		それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮すること。 セツビ キノウ ジュウブン ハッキ エ テキトウ ヒロ カクホ ハイリョ

		介護材料室 カイゴ ザイリョウ シツ		それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮すること。 セツビ キノウ ジュウブン ハッキ エ テキトウ ヒロ カクホ ハイリョ

		汚物処理室 オブツ ショリシツ		他の設備と区分された一定のスペースを確保すること。換気及び衛生管理等に十分配慮すること。 タ セツビ クブン イッテイ カクホ カンキ オヨ エイセイ カンリ トウ ジュウブン ハイリョ

		〃		焼却炉、浄化槽その他の汚物処理設備及び便槽を設ける場合には、居室、静養室、食堂及び調理室から相当の距離を隔てて設けること。 ショウキャクロ ジョウカソウ タ オブツ ショリ セツビ オヨ ベン ソウ モウ バアイ キョシツ セイヨウ シツ ショクドウ オヨ チョウリシツ ソウトウ キョリ ヘダ モウ
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※消火設備その他の非常災害に際して必要な設備とは、消防法その他の法令等に規定された設備を示しており、それらの設備を確実に設置しなければならないもの ショウカ セツビ ホカ ヒジョウ サイガイ サイ ヒツヨウ セツビ モウ
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		調理室 チョウリシツ		火気を使用する部分は、不燃材料を用いること

		洗濯室（場） センタク シツ バ		それぞれの設備のもつ機能を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮すること。 セツビ キノウ ジュウブン ハッキ エ テキトウ ヒロ カクホ ハイリョ
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